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あ
る
。
合
理
化
や
コ
ス
ト
削
減
か

ら
機
関
部
職
員
が
減
員
さ
れ
れ
ば

安
全
を
損
な
う
こ
と
と
な
り
、
船

上
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
問
題
や

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
堪た

ん
航こ

う
性せ

い
な
ど

を
ど
う
捉
え
る
か
、
今
後
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
証

実
験
中
、
船
陸
間
通
信
シ
ス
テ
ム

が
途
切
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

船
上
の
乗
組
員
は
陸
上
支
援
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
心
強
く
、
通
信

の
安
定
が
確
保
さ
れ
れ
ば
大
き
く

ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
る
よ
う
に
思

う
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

陸上支援センターで視察

視察のようす

長崎港で内航タンカーを見学〈大阪〉
第15回就職支援検討委員会
 〈九州関門〉
小樽地区漁船組合員大会〈北海道〉

2 面
3 面

4 面

古野電気株式会社古野電気株式会社古野電気株式会社

　
は
じ
め
に
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｃ
株
式
会

社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
川
﨑
裕
之
グ

ル
ー
プ
長
か
ら
機
関
部
実
証
実
験

の
概
要
と
し
て
▽
本
船
と
陸
上
支

援
セ
ン
タ
ー
間
の
シ
ス
テ
ム
▽
実

証
実
験
に
お
け
る
船
陸
間
の
役
割

分
担
▽
実
証
実
験
時
に
陸
上
支
援

セ
ン
タ
ー
が
行
う
作
業
―
な
ど
に

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
の
も
と
で

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
実
証
実
験
は
株
式
会
社

イ
コ
ー
ズ
の
岩
政
佳
和
代
表
取
締

役
副
社
長
が
、
陸
上
支
援
セ
ン
タ

ー
で
機
関
部
の
状
態
を
監
視
す
る

中
、
無
線
電
話
を
通
じ
て
本
船
の

航
海
士
と
確
認
を
取
り
、
主
機
や

発
電
機
の
始
動
が
行
わ
れ
た
。

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
機
関
部
実
証
実
験
で
は
、
現
在

の
機
関
長
・
機
関
士
が
乗
船
勤
務

す
る
体
制
か
ら
、
将
来
的
に
機
関

長
が
陸
上
、
機
関
士
が
乗
船
中
の

体
制
で
安
全
運
航
を
維
持
す
る
こ

と
が
可
能
か
を
検
証
す
る
た
め
、

航
海
士
に
よ
る
主
機
始
動
や
ト
ラ

ブ
ル
が
重
な
っ
た
場
合
の
対
応
な

視
察
で
の
主
な
質
問

　
視
察
で
は
質
疑
応
答
形
式
で
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

▽
機
関
部
を
監
視
す
る
動
画
の
保

存
期
間

▽
警
報
が
鳴
動
し
た
場
合
の
陸
上

支
援
セ
ン
タ
ー
側
の
対
応

▽
ク
ラ
ウ
ド
上
の
記
録
を
本
船
側

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

か▽
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
で
監
視
す

る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
数
お
よ
び
不

具
合
の
発
生
頻
度

▽
船
陸
間
通
信
が
途
絶
え
た
場
合

の
対
応

▽
船
陸
間
通
信
シ
ス
テ
ム
に
エ
ラ

ー
が
出
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ

▽
シ
ス
テ
ム
上
に
表
示
さ
れ
な
い

気
象
・
海
象
条
件
へ
の
対
応
―
な

ど
の
疑
問
点
に
つ
い
て
視
察
団
か

ら
質
問
が
あ
り
、
詳
細
な
説
明
が

行
わ
れ
た
。今

後
の
課
題

　
実
証
実
験
終
了
後
は
、
西
畑
知

明
国
土
交
通
省
海
事
局
海
技
課
長

か
ら
「
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
に
機

関
長
、
船
上
に
機
関
士
を
想
定
し

た
実
証
実
験
の
中
、
現
在
の
限
ら

れ
た
情
報
量
を
考
え
る
と
、
最
終

決
定
は
本
船
側
に
あ
っ
て
、
陸
上

支
援
セ
ン
タ
ー
は
支
援
に
と
ど
ま

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
そ
の

一
方
で
、
労
働
人
口
減
少
な
ど
を

迎
え
る
中
で
、
中
長
期
的
な
発
展

と
持
続
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、

将
来
的
に
は
非
機
関
士
の
活
用
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行

が
「
視
察
を
通
じ
実
験
内
容
を
詳

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

信
頼
性
の
高
い
機
器
開
発
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で
の
実
証

実
験
は
必
要
で
、
そ
の
次
の
段
階

と
し
て
、
制
度
や
法
的
責
任
の
あ

り
方
を
ど
う
考
え
る
か
が
重
要
で

機
関
部
実
証
実
験
で
船
陸
間
の
役
割
・
作
業
を
検
証

機
関
部
実
証
実
験
で
船
陸
間
の
役
割
・
作
業
を
検
証

　
６
月
16
日
、
本
組
合
の
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
７
人
が
、
国
土
交
通
省
と
合
同
で
兵
庫
県
西
宮
市
の
古

野
電
気
株
式
会
社
本
社
に
あ
る
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
自
動
運
航
船
の
機
関
部
実
証
実
験
を
視
察
し
た
。

　
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
推
進
し
て
い
る
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
」
の
複
数
船
舶
を
遠
隔
で
航
行

支
援
す
る
「
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
一
昨
年
７
月
に
世
界
で
初
め
て
古
野
電
気
本
社
内
に
構
築
さ
れ
、
船
舶
の
事
故
防
止
、
海

運
業
の
担
い
手
不
足
、
離
島
航
路
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
回
は
機
関
部
の
実
証
実
験
と
し
て
、
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
（
陸
側
）
と
本
船
側
（
機
関
部
）
と
の
連
携
や
、
荷
役
終
了
後
の
出

港
ス
タ
ン
バ
イ
か
ら
出
港
後
ま
で
、
機
関
部
作
業
を
支
援
す
る
内
容
で
、
陸
上
監
視
者
の
機
関
長
が
支
援
を
行
い
、
本
船
の
航
海
士

が
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
業
手
順
に
沿
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
ス
タ
ン
バ
イ
作
業
を
行
っ
た
。

国土交通省と海員組合が合同で視察国土交通省と海員組合が合同で視察
無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０

（本社）
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ジ
）、
居
住
区
、
事
務
室
、
機
関

室
、
甲
板
上
の
荷
役
設
備
な
ど
を

実
際
に
見
て
触
れ
て
体
験
す
る
こ

と
で
、
貴
重
な
機
会
に
し
て
ほ
し

い
と
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

◆
船
橋
見
学

　
第
八
三
洋
丸
の
船
長
が
航
海
計

器
の
説
明
に
加
え
、
本
船
に
は
ス

タ
ー
リ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
航
海
中
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
使
用
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

◆
食
堂
見
学

　
司
厨
長
が
内
航
タ
ン
カ
ー
の
供

食
体
制
に
つ
い
て
食
事
例
の
写
真

を
使
用
し
て
説
明
す
る
と
、
生
徒

か
ら
は
お
い
し
そ
う
と
歓
喜
の
声

が
上
が
っ
た
。

◆
機
関
室
見
学

　
機
関
長
が
機
関
制
御
室
で
本
船

の
主
機
、
各
機
関
の
制
御
方
法
、

燃
料
使
用
量
、
当
直
体
制
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

◆
甲
板
上
の
荷
役
見
学

　
荷
役
責
任
者
を
務
め
る
一
等
航

海
士
が
積
荷
や
荷
役
作
業
に
つ
い

て
説
明
し
、
オ
イ
ル
ハ
ッ
チ
か
ら

船
槽
を
見
学
し
た
。
荷
役
中
は
重

い
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
速
や
か

に
バ
ル
ブ
の
開
閉
を
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
要
点
説
明
を
受
け
た

後
、
バ
ル
ブ
の
開
閉
作
業
を
体
験

し
た
生
徒
は
、
身
体
と
力
の
使
い

方
に
工
夫
が
必
要
な
の
だ
と
実
感

し
た
体
験
と
な
っ
た
。

会
社
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
見
学
を
終
え
て
下
船
後
、
船
長

が
講
師
と
な
り
、
岸
壁
に
質
問
コ

ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
と
、
給
料

や
仮
バ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
出
さ
れ
た
。

　
船
長
は
、
仮
バ
ー
ス
で
停
泊
し

た
都
市
や
そ
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
説
明
し
、
ま
た
、
給
料
に
つ
い

て
も
年
間
臨
時
手
当
の
支
給
実
績

　
７
月
１
日
、
長
崎
市
に
あ
る
株

式
会
社
ナ
カ
タ
・
マ
ッ
ク
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
長
崎
工
場
内
の
岸
壁

で
、
長
崎
県
立
長
崎
鶴
洋
高
等
学

校
の
船
員
を
目
指
す
生
徒
を
対
象

に
、
内
航
タ
ン
カ
ー
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
株
式
会
社
三

洋
海
運
商
会
の
「
第
八
三
洋
丸
」

見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。

　
見
学
会
は
、
午
前
と
午
後
の
２

回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
午
前
の

部
に
は
１
年
生
42
人
、
午
後
の
部

に
は
２
年
生
17
人
、
３
年
生
６
人

の
23
人
、
計
65
人
が
参
加
し
た
。

　
見
学
で
は
乗
船
す
る
前
に
、
生

徒
た
ち
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ

れ
、
生
徒
全
員
が
安
全
帽
と
軍
手

を
着
用
し
、
船
内
で
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
、
頭
上
や
ス
テ
ッ
プ
に
注

意
し
て
歩
く
よ
う
注
意
喚
起
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
普

段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
タ
ン
カ
ー
船
の
船
橋
（
ブ
リ
ッ

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
引
率

し
た
同
校
卒
業
生
の
乗
組
員
２
人

か
ら
生
徒
た
ち
に
対
し
、
社
会
人

と
な
っ
た
今
感
じ
る
こ
と
や
乗
船

中
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

残
り
の
学
校
生
活
の
過
ご
し
方
な

ど
、
後
輩
に
向
け
て
の
激
励
の
言

葉
が
伝
え
ら
れ
「
卒
業
後
に
株
式

会
社
三
洋
海
運
商
会
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
」
の
言
葉
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
利
根
武
夫
代
表
取
締

役
社
長
が
「
タ
ン
カ
ー
船
は
他
の

内
航
船
と
比
較
す
る
と
ル
ー
ル
が

厳
し
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
め
勉

強
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

事
故
防
止
の
体
系
が
整
っ
て
い
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
に

従
っ
て
仕
事
す
れ
ば
事
故
が
起
こ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
見
学
会
で
タ
ン
カ
ー
の
魅
力
が

少
し
で
も
伝
わ
っ
た
の
な
ら
大
変

光
栄
で
す
」
と
述
べ
た
。

　
見
学
会
の
帰
り
際
に
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
見
学
会
を

終
了
し
た
。
《
大
阪
支
部
＝
発
信
》

水産高校生が水産高校生が
内航タンカーを見学内航タンカーを見学

長崎県立長崎鶴洋高等学校長崎県立長崎鶴洋高等学校長崎県立長崎鶴洋高等学校

株式会社三洋海運商会「第八三洋丸」見学会

長
崎
港

船橋見学船橋見学船橋見学

機関制御室見学機関制御室見学機関制御室見学

第八三洋丸第八三洋丸第八三洋丸

荷役設備見学荷役設備見学荷役設備見学

船橋（ウイング）見学船橋（ウイング）見学船橋（ウイング）見学

機関室見学機関室見学機関室見学

見学会でのレクチャー見学会でのレクチャー見学会でのレクチャー
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就
職
支
援
検
討
委
員
会

　
６
月
19
日
、
福
岡
市
博
多
区
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
貸
会
議

室
で
、
第
15
回
就
職
支
援
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
船
員
養
成
教
育

機
関
の
先
生
と
九
州
関
門
地
方
支

部
管
内
が
担
当
す
る
各
海
運
会
社

の
担
当
者
が
出
席
し
た
。

　
出
席
者
の
内
訳
は
、
船
員
養
成

教
育
機
関
７
校
か
ら
10
人
、
海
運

会
社
30
社
か
ら
47
人
、
九
州
運
輸

局
海
事
振
興
部
か
ら
２
人
、
本
組

合
か
ら
17
人
、
合
計
76
人
が
出
席

し
た
。

　
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
主
催
者

を
代
表
し
て
浅
野
忠
行
九
州
関
門

地
方
支
部
長
が
「
こ
の
就
職
支
援

検
討
委
員
会
は
、
将
来
の
水
産
・

海
運
業
界
を
担
う
後
継
者
を
円
滑

に
確
保
・
育
成
で
き
る
よ
う
、
平

成
21
年
度
に
第
１
回
を
開
催
し
、

本
日
で
15
回
目
と
な
る
。
労
働

保
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
本

組
合
が
事
前
に
船
社
と
学
校
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
と
り
ま
と
め
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
報
告
し
た
後
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

学
校
側
の
意
見
（概
要
）

▽
教
育
の
質
を
担
保
す
る
教
員
を

い
か
に
確
保
す
る
か
が
課
題
と
考

え
て
い
る

▽
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
船

社
に
は
訪
船
に
よ
る
職
場
見
学
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い

▽
４
月
入
社
の
卒
業
生
で
す
ぐ
に

乗
船
す
る
こ
と
を
理
由
に
退
職
し

て
い
る
者
も
い
る
た
め
、
乗
船
前

研
修
の
充
実
を
求
め
た
い
。
一

方
、
入
社
後
の
手
厚
い
研
修
へ
の

感
謝
や
一
部
癖
の
強
い
乗
組
員
に

苦
慮
す
る
な
ど
の
意
見
も
あ
る

▽
卒
業
生
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
っ

て
い
る
生
徒
が
多
く
、
先
輩
の
情

者
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
な

か
、
海
運
業
界
で
も
人
材
育
成
の

あ
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

官
学
労
使
一
体
と
な
り
、
船
員
職

業
の
後
継
者
の
確
保
・
育
成
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
意
見
交
換
を
行
い
、
理
解
を

深
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
本
組
合
本
部
を
代
表
し

て
、
平
岡
英
彦
中
央
執
行
委
員
が

「
就
職
支
援
検
討
委
員
会
は
年
々

参
加
者
が
増
え
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
船
員
の
確
保
・
育
成
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
本
委
員
会
で
は
船

員
教
育
を
行
う
上
で
、
最
大
の
課

題
で
あ
る
教
員
不
足
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
九
州
運
輸
局
海
事
振
興
部

か
ら
、
船
員
労
働
需
給
状
況
と
運

輸
局
の
海
洋
教
育
お
よ
び
人
材
確

報
に
基
づ
き
就
職
先
を
選
定
す
る

生
徒
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

▽
実
習
船
に
は
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の

設
備
が
な
く
実
物
を
見
る
機
会
が

な
い
。
生
徒
に
社
船
実
習
な
ど
参

加
を
勧
め
て
い
る
た
め
協
力
を
お

願
い
し
た
い

▽
自
分
が
望
む
職
務
と
船
種
を
思

い
描
く
学
生
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
船
社
を
選
定
し
て

い
る
傾
向
に
あ
る

▽
福
利
厚
生
よ
り
賃
金
を
重
視
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で

業
務
内
容
や
船
内
環
境
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
い
る
生
徒
も
増

加
傾
向
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る

▽
乗
船
期
間
を
重
要
視
す
る
生
徒

が
多
く
、
私
生
活
を
含
め
て
就
職

先
を
選
定
す
る
傾
向
に
あ
る
と
感

じ
て
い
る

▽
希
望
す
る
船
種
に
対
し
、
配
乗

船
の
船
内
環
境
と
し
て
ス
タ
ー
リ

ン
ク
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設

備
な
ど
を
意
識
し
船
社
を
選
択
す

る
傾
向
が
強
い

船
社
側
の
意
見
（概
要
）

▽
荷
役
作
業
は
本
船
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い
る

の
で
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
会
社

訪
問
も
柔
軟
に
お
受
け
し
た
い

▽
生
徒
が
就
職
先
を
選
ぶ
際
の
ポ

イ
ン
ト
と
選
定
す
る
時
期
を
伺
い

た
い

▽
学
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
就
航
船
舶
の
設
備
や
船
内

環
境
な
ど
詳
細
を
説
明
す
る
よ
う

対
応
し
た
い

▽
船
員
養
成
教
育
機
関
で
は
、
社

会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
諦
め
な

い
心
を
育
む
と
と
も
に
、
安
全
と

危
険
に
関
す
る
知
識
・
教
育
を
深

め
て
ほ
し
い

▽
新
入
社
員
の
早
期
離
職
を
防
ぐ

た
め
、
船
内
の
人
間
関
係
を
考
慮

し
た
配
乗
に
注
意
を
払
っ
て
い
る

▽
船
員
養
成
教
育
機
関
に
は
、
外

航
船
や
内
航
船
だ
け
で
な
く
タ
グ

ボ
ー
ト
な
ど
港
湾
船
の
魅
力
発
信

を
お
願
い
し
た
い
。
出
前
授
業
な

ど
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
ほ
し
い

▽
船
員
養
成
教
育
機
関
か
ら
の
意

見
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
部
員

の
採
用
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
た

い
。
入
社
後
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
丁

寧
な
教
育
を
実
施
し
た
い

　
こ
れ
ら
学
校
側
と
船
社
側
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
・
要
望
・
課
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
共

通
理
解
を
深
め
、
最
後
に
松
本
順

一
水
産
部
長
が
「
本
委
員
会
を
通

じ
て
、
引
き
続
き
官
学
労
使
が
協

調
し
産
業
発
展
に
ま
い
進
し
た

い
」
と
締
め
く
く
り
、
次
年
度
以

降
も
本
委
員
会
を
継
続
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
就
職
支
援
検
討
委
員

会
を
終
了
し
た
。

第15回第15回
就職支援検討委員会就職支援検討委員会

九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部

あいさつする平岡英彦中央執行委員あいさつする平岡英彦中央執行委員あいさつする平岡英彦中央執行委員

あいさつする浅野忠行九州関門地方支部長あいさつする浅野忠行九州関門地方支部長あいさつする浅野忠行九州関門地方支部長

鹿児島県立鹿児島水産高校の九鬼功二教諭鹿児島県立鹿児島水産高校の九鬼功二教諭鹿児島県立鹿児島水産高校の九鬼功二教諭 オーシャントランス株式会社の塩田靖司船舶管理部長オーシャントランス株式会社の塩田靖司船舶管理部長オーシャントランス株式会社の塩田靖司船舶管理部長

　
２
０
２
６
年
７
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
７
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
１　
北
海
道

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
遠
藤　
飾

北
海
道
地
方
支
部
長
兼
道
南
支
部
長

以　
上

海に生きる者の絵画展を海に生きる者の絵画展を
宮城県の石巻市博物館で開催宮城県の石巻市博物館で開催

７月23日（木）～26日（日）

第41回 日本の海洋画展第41回 日本の海洋画展第41回 日本の海洋画展

昨年の横浜で開催されたようす昨年の横浜で開催されたようす昨年の横浜で開催されたようす
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６
月
20
日
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ

ー
小
樽
タ
ー
ミ
ナ
ル
３
階
の
マ
ル

チ
ホ
ー
ル
で
、
令
和
８
年
小
樽
地

区
漁
船
組
合
員
大
会
と
安
全
衛
生

講
習
会
を
開
催
し
、
現
場
組
合
員

29
人
が
出
席
し
た
。

安
全
衛
生
講
習
会

　
は
じ
め
に
船
員
災
害
防
止
協
会

北
海
道
支
部
・
小
樽
地
区
支
部
主

催
の
安
全
衛
生
講
習
会
を
実
施

し
、
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
）
の
実
技
講
習
を
行
い
、
理
解

を
深
め
た
。

小
樽
地
区
漁
船
組
合
員
大
会

　
安
全
衛
生
講
習
会
を
終
え
た

後
、
小
樽
地
区
漁
船
組
合
員
大
会

を
開
催
し
、
遠
藤
飾
北
海
道
地
方

支
部
長
と
髙
橋
健
二
中
央
執
行
委

員
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
来

賓
の
伊
藤
保
夫
小
樽
機
船
漁
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
、

無
事
に
操
業
を
終
え
た
こ
と
へ
の

謝
辞
と
、
組
合
員
大
会
へ
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
期
の

操
業
回
数
、
漁
獲
量
、
平
均
単
価

お
よ
び
総
水
揚
高
に
関
す
る
報
告

と
来
期
の
操
業
体
制
に
つ
い
て
船

主
会
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
小
樽
地
区
漁
船
組
合
員
大
会
で

は
、
池
上
幸
太
北
海
道
地
方
支
部

副
支
部
長
か
ら
、
支
部
活
動
の
概

要
と
道
内
の
沖
合
底
引
き
網
漁
船

の
現
状
、
小
樽
地
区
沖
合
底
き
引

漁
船
に
お
け
る
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
水
産
部
門
の
活
動
方

針
と
令
和
８
年
度
労
働
協
約
改
定

交
渉
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告

し
、
現
場
組
合
員
か
ら
は
▽
休
漁

中
の
賃
金
に
つ
い
て
▽
生
産
奨
励

金
に
つ
い
て
―
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
執
行
部
と
の
質
疑
応
答
で
理

解
を
深
め
、
組
合
員
大
会
を
終
了

し
た
。

　
６
月
20
日
、
ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小

樽
の
オ
タ
ル
ボ
ウ
ル
で
、
小
樽
沖

底
船
主
会
・
沖
底
船
各
社
協
力
の

も
と
、
16
回
目
と
な
る
小
樽
地
区

漁
船
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
現
場
組
合
員
と
家
族
を
合
わ

せ
、
計
46
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
池
上
幸
太
北
海
道

地
方
支
部
副
支
部
長
が
「
ケ
ガ
に

注
意
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
集
合
写
真
を
撮
影

し
た
。
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、
各

レ
ー
ン
で
歓
声
が
響
き
渡
る
、
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
た

結
果
、
優
勝
は
第
57
三
光
丸
の
遠

藤
廉
さ
ん
、
準
優
勝
は
新
世
丸
の

嶋
田
巧
海
さ
ん
、
３
位
は
第
81
桂

丸
の
岸
本
彬
輝
さ
ん
と
な
り
、
賞

品
や
参
加
賞
を
配
り
、
参
加
者
全

員
が
笑
顔
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

終
え
た
。《

北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
７
月
３
日
、
広
島
市
中
区
の
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ン
広
島
店
で
「
海
の

日
」
を
記
念
す
る
月
間
行
事
「
海

員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
を
開
催
し
、
会
社
、
現

場
組
合
員
と
そ
の
家
族
な
ど
、
総

勢
19
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
開
会
式
で
は
、
除
補

修
中
・
四
国
地
方
支
部
長
が
主
催

者
代
表
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
ル

ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
幅
広
い
参
加
者
が
、
各
人
２

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
ト
ー
タ
ル
ス
コ

ア
で
順
位
を
争
っ
た
。
大
き
な
声

で
喜
ぶ
人
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る

人
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
職

場
間
を
越
え
た
交
流
を
し
な
が
ら

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
た
。

　
ゲ
ー
ム
の
結
果
、
優
勝
は
宮
島

松
大
汽
船
の
今
野
侑
平
さ
ん
、
２

位
は
安
芸
津
フ
ェ
リ
ー
の
山
崎
真

也
さ
ん
、
３
位
は
日
本
海
事
興
業

の
村
瀬
慎
一
さ
ん
と
な
っ
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
に
表
彰
式
を
行

い
、
入
賞
し
た
３
人
を
参
加
者
全

員
が
拍
手
で
た
た
え
た
。
最
後
に

公
益
財
団
法
人
中
国
海
事
広
報
協

会
の
板
敷
剛
事
務
局
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
、大
会
は
無
事
終

了
し
た
。

小樽地区小樽地区
漁船組合員大会漁船組合員大会

北海道地方支部北海道地方支部北海道地方支部

中・四国地方支部中・四国地方支部中・四国地方支部

海員スポーツイベント海員スポーツイベント海員スポーツイベント

安全衛生講習会で心肺蘇生法（AED）を学ぶ

安全衛生講習会安全衛生講習会安全衛生講習会

小樽地区漁船組合員大会のようす小樽地区漁船組合員大会のようす小樽地区漁船組合員大会のようす

海員スポーツイベント海員スポーツイベント

ボウリング大会ボウリング大会

小樽地区小樽地区
漁船ボウリング大会漁船ボウリング大会

組合員と家族、46人が参加
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